
令和５年 １１月２０日

「令和５年度 青森県ストリートハンドボール体験会」報告書

１． 場所：青森県立青森商業高等学校 体育館
２． 日時：令和５年度１０月１日（日）
３． 講師：ストリートハンドボールジャパン 理事長 ：渡辺 広幸

ストリートハンドボールジャパン 理事 ：山内 大輔
ストリートハンドボールジャパン 青森県支部長：藤本 翔大

４．参加者：小学生 １５名
中学生 ８名
高校生 １１名
社会人 ７名

計 ４１名
５．講習会の趣旨

①ストリートハンドボールの理念への理解
②実施方法、ルールの理解
③ハンドボールの普及活動

６．講習日程内容
１３：００ （受付）
１３：３０－ （開会式）
１３：４０－１４：０５ （準備運動、鬼ごっこ等）
１４：１０―１４：４０ （キャッチボール、シュート練習、ルール説明）
１４：４０―１５：３０ （小学校部門と中・高校生、大人の部門別ゲーム）
１５：３０－１５：４０ （デモンストレーション 大人対大人ゲーム）
１５：４０― （クールダウン）
１５：４５― （閉会式）
１５：５０― （体験会終了）

７．報告・講評
今回の体験会は、「北日本ストリートハンドボールフェス in 花巻」が中止となり、急遽青森市で体験会を開

催することにした。理事長さんからも熱い応援をいただき、青森県ハンドボール協会が全面的協力で開催する
ことができた。１週間前のアナウンスにも関わらず、４１名の人数も集まっていただいた。その中には、青森
市スポーツ少年団や野辺地リトルガッツに所属している小学生も体験にきた。中学校の教師である、八桁真幸
先生やそのクラスの生徒さんも来られて、授業で体験をした子たちや、ハンドボールを知らないという小学生
の子も集まってくれた。青森商業高校の女子ハンドボール部員とマネージャーさんには、会場の準備等にも関
わってもらい、その後体験会にも参加していただいた。今回のストリートハンドボールを勉強したいという若
い小学校の先生や総合スポーツクラブを運営している方も参加した。協会の会長の諏訪氏も激励に来ていただ
いた。
体験会では、５人１組を作り、しっぽ取りゲームを一工夫して４人が手を繋いだ状況でしっぽ取りをするこ

とや、キャッチボールも普段使わない肩でリフティングのようにして行うなど、いろいろな新しい取り組みを
教えていただいた。
ストリートハンドボールのゲームを行った際、始めは全員にパスを回すことやハーフラインを全員越えてか



らシュートをするなどのストリートハンドボール独特のルールに困惑した参加者もいたが、徐々に慣れてきて、
チーム内で声を出してコミュニケーションを取ることや、トリッキーなシュートを狙って楽しむ様子がたくさ
ん見られた。中学生・高校生・社会人は混合チームを作り、あらゆる世代が一つのゲームで一緒に楽しむ姿も
見られた。その他にも渡辺理事長が持ってきたシューティングゲーム用の手作りゴールで小さな子から小学生
は、シュートをたくせんすることもできた。ゲームの締めに、社会人チームでエキシビションゲームを行い、
スカイシュートやトリッキーなシュートなどを見せたり、速いパスワークなども見せたりすることができ、子
供たちも大盛り上がりでゲームを見ていた。
最後の挨拶の中で渡辺理事長から「スポーツはみんなを笑顔にするものである」と言う言葉をかけていただ

き、改めてスポーツは楽しんで行うものであり、笑顔になるものであることを学んだ。青森商業高校女子ハン
ドボール部の顧問からは、「新しいハンドボールの形を知ることができた。マネージャーも含め、全員が笑顔
でハンドボールをしている姿に感動をした。」というお話を伺う事もできた。体験会後も「楽しかった」「ぜ
ひまたやりたい」「ハンドボールって楽しいスポーツですね」などの感想をいただいた。
以上青森県青森市ストリートハンドボール体験会の報告とさせて頂きます。

報告者：青森県支部長 藤本翔大

アップの手繋ぎしっぽ取りゲーム シューティングゲーム用ゴール

エキシビションゲーム（社会人） 小学生ゲーム


